
■新型コロナウイルス（COVID-19）

 
■インフルエンザ

■感染性胃腸炎

 　■手足口病 ■A群溶血性レンサ球菌

【全数報告対象疾患】
※新型コロナウイルス（COVID-19）については、令和5年5月8日より定点把握対象疾患へと移行しています。

■（五類）梅毒 １件
　・（40代 女性）　無症状病原体保有者、感染地は国内、感染経路は不明　　でした。
　
【定点把握対象疾患】
■新型コロナウイルス（COVID-19）　北区内は155件、東京都全体の発生件数は4613件でした。
■新型コロナウイルス（COVID-19）は都内の定点当たり報告数が11.12と増加しています。
■インフルエンザ　北区内は13件、東京都全体の発生件数は500件でした。
■インフルエンザは都内の定点当たり報告数が1.20と増加しています。
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　　　　　　■ヘルパンギーナ

　　 　　　■咽頭結膜熱

　■急性出血性結膜炎 　　　　　■流行性角結膜炎

  ■ＲＳウイルス感染症

　■伝染性紅斑

　■水痘 　　　　　■突発性発しん

　■流行性耳下腺炎 　　　　　■川崎病
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　■不明発しん症

   東京都北区では、東京都北区感染症発生動向事業実施要綱を定め、感染症法に基づく感染症の情報の収集、整理、分析及び情報の公開等
を行っています。東京都及び厚生労働省による集計分については下記のインターネットのホームページでご覧になれます。
　　○東京都感染症情報センターのホームページアドレス     http://idsc.tokyo-eiken.go.jp/weekly/
　　○厚生労働省／国立感染症研究所感染症疫学センターのホームページアドレス     https://www.niid.go.jp/niid/ja/idwr-dl/2020.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発行　北区保健所結核感染症係

　　　東京都

　■性感染症

定点報告感染症のうち、月報告の感染症である性感染症については、該当月の結果は翌月始めに報告
されるため、前月までの結果を掲載しています。
梅毒は、全数報告の感染症のため、本調査の対象になっていません。

■トピックス　    夏の海外渡航で気をつける感染症とは？                 
海外では、日本にはない病気がたくさんあります。時差や気候の違いなどから、様々なストレスを受け免疫力が低下し、病気にか
かりやすくなります。海外で感染症にかからないようにするために、感染症に関する正しい知識と予防方法を身につけましょう。
【食べ物や水に注意！】
感染の可能性が最も高いものは食べ物や水を介した消化器系の感染症です。
生水・氷・カットフルーツの入ったものを食べることを避け、食事は十分に火の通ったものを食べましょう。

【蚊やダニに注意！】
日本で発生していない動物や蚊・ダニなどが媒介する病気があります。肌の露出を避け、虫よけ剤も使用しましょう。

【予防接種歴の確認を！】
人から人に広がる感染力の強い麻しん、風しん及びポリオが流行・発生している地域があります。
予防接種を受けることで感染症にかかるリスクを下げることができます。これまでに自分が受けた予防接種について確認し、海
外渡航に際し推奨されている予防接種（https://www.forth.go.jp/moreinfo/topics/useful_vaccination.html）で、まだ受けていない
ものがあれば、医師に相談するなど、適切な感染予防を心がけましょう。

■帰国時・帰宅後に体調が悪くなったら
帰国時に体調不良がある場合は、空港や港に設置されている検疫所で相談をしましょう。
また感染症には感染してから発症するまでの期間が長いものもあるため、帰宅後に体調不良がある場合は、受診前に渡航先、
滞在期間、いつから症状があるのか、現地での飲食状況、渡航先での活動内容、動物との接触歴、ワクチン接種歴を伝えてから
医療機関を受診しましょう。
↓その他にも感染症に関する正しい知識と予防方法について記載があります。ぜひご覧ください。↓
夏休みに海外へ渡航される皆さまへ！（厚生労働省　検疫所）（https://www.forth.go.jp/news/20220722_00001.html）

※2023年7月分は2023年第32週号にて掲載予定です。
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